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事
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実
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種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

中・高等学校講演会参加者数

指標の名称

9,163

0

11,085

　決算額　　(単位：千円) 2,984

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

8,101

2,984

0

0

1,476

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

平成１８年度からエイズ検査を即日で実施しているが、現行の検査体制における利用者数に大きな変化はない。効率性

3

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 9,609

0

1,916 1,395

10,586

エイズ検査予約者数が検査日時を忘れぬよう、検査の予約開始日を見直した。

目的達成度 2

必要性

9,542

0

[終了予定]

一部委託

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

①エイズ即日検査。他に希望者に梅毒・クラミジアの検査を実施する。
②中高生を中心にエイズ予防等に関する講演会を実施する。
③「世界エイズデー」「成人の集い」でエイズ普及活動を実施する。

（人）

 [施　　策]

エイズウイルスに感染の心配がある方等

（校）

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

1,100

6

900

647

12,502 10,937

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

4

583

655

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

なし

感染症の予防および感染症の患者に対する医療に関する法律

学校でのエイズ予防啓発等の講演会を委託　

566

２５年度

4

　

エイズの相談・検査を実施することで、早期発見・早期治療、蔓延防止等に努める。また、中・高等学校で感染症の講演会
を実施することにより、若年層にエイズ等性感染症の予防に関する知識を啓発する。

（人）エイズ抗体検査人数

中・高等学校講演会実施校数 4

616

612

平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 エイズ等検査・予防啓発 所
管

健康部

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

昭和

保健予防課

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

法令（義務）

国

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

エイズ即日検査については、毎回予約人数を上回る申し込みを受けている。若年層へのエイ
ズおよび性感染症に関する知識の普及啓発には、学校等での講演会が有効であることから、
引き続き実施していく。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

エイズウイルスの感染者は増加傾向にあることから、感染者を早期発見し蔓延を防止するために保健所が検査を実施
する必要がある。また、若者を中心にキャンペーンや講演会を通して啓発活動を実施していく必要がある。

維持

評
価
結
果

講演会参加人数は目標値を達成できていないが、講演会を実施した中学校、高校からは満足度の高い評価
を得ている。

3 エイズ即日検査は検査当日に結果が判るため、検査希望者が多く毎回予約人数を上回る申込みを受けている。


